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　海外福音伝道協会は 1701 年 6 月、国教会聖職者でメリーランド主教代理を務めたトマス・ブ
レイ (Thomas Bray) によって設立された。17 世紀以来、海外の国教会を管轄していたのは歴
代のロンドン主教で、彼らは植民地へ主教代理を派遣していた。ヘンリ・コンプトン (Henry 
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ブレイの SPG 設立計画にはカンタベリ大主教トマス・テニソン (Thomas Tenison) やロンドン主
教コンプトンも関心を持ち、1701 年 3 月 13 日、ブレイはその案を聖職者会議にかけた。3 月か
ら 4 月にかけて、植民地の住民の間にキリスト教の指導が求められているとして、彼は国王ウィ




ことは重要な部門の一つであった 11。ブレイは SPG が設立されるとシェルドンに戻ったが、その






への署名をして、聖職按手式を受けたのである。さらに SPG 宣教師志望者は、SPG 本部で按手
式証明書を示し、ロンドンの教会で説教の審査に合格する必要があった。審査では SPG のメン
バーが審査員を務め、ロンドン主教が参加することもあった 13。アメリカ生まれの国教徒が聖職
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　ここで、ウィリアム三世による勅許状 (charter) の内容を紹介したい 14。「イングランド王国に属
する我々のプランテーション、海外植民地、在外商館 (factory)、それらの場所では牧師は非常に
少なく、牧師や神の礼拝を維持することが出来ない。そのような維持と支援がないために、我々











長デヴィッド・ハンフリーズ (David Humphreys) とロンドン主教エドマンド・ギブソン (Edmund 
Gibson) の著作には、そのような SPG の目的が表れている。ハンフリーズは『1728 年までのブ
リテン植民地における宣教師の確立、議事録、成功を含む海外福音伝道協会の歴史に基づく報告』
という著書を 1728 年に出版した 15。彼はこう述べている。「SPG は、植民地の何千人ものすべて
の年齢の男女の黒人奴隷に布教してきた。彼らの多くは教育 (instruction)を受けることができた。
Macmillan, 2004) pp. 159, 160.
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　異教徒への布教という目的は SPG 年次記念大会の説教からもうかがえる。たとえば、SPG 事
務局長フィリップ・ベアクロフト (Philip Bearcroft) やセント・アサフ主教ロバート・ヘイ・ド






実の知識へ至るようにする協会は、彼ら自身の兄弟 [ 白人 ] だけでなく、奴隷・自由両方のこれ
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　1708 年 8 月 24 日付の、ニューヨーク市の SPG 教理問答師エリアス・ノー (Elias Neau) から
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子と聖霊の名によって洗礼を授けなさい。（マタイによる福音書第 28 章 19 節）」「それから、イ
エスは言われた。全世界に行って、すべての造られたものに福音を宣べ伝えなさい。（マルコに
よる福音書第 16 章 15 節）」などである。SPG の説教においても、このような引用を用いて奴隷
に布教することが熱心に説かれた 39。
　ここでは、黒人奴隷へ積極的に布教すべきであると主張した説教・著作を検討したい。1711 年、







カンタベリ首席司祭ジョージ・スタナップ (George Stanhope) は、次のように述べた 41。「奴隷は
未開で無教育で、公共で売買され、荷物を運搬するための家畜のように働いている。しかし、彼
らの魂は彼ら自身のために世話されるべきである。彼らは我々と同じ神によって創造され、同じ
39　青柳『大分大学教育福祉科学部紀要』第37 号1 巻（2015 年）93 頁；Thomas Secker, SPG Sermon, 1741, pp. 
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(Christopher Codrington) 大佐から二か所のプランテーションと300 人の黒人奴隷の寄進を受けており、奴隷
への関心が高まっていた。
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Converting the Savage Americans to Christianity… (London, 1725) p. 5; 青柳『大分大学教育福祉科学部紀要』
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 1719 エドワード・チャンドラ (Edward Chandler) リッチフィールド＆コヴェントリ主教
  1720  サミュエル・ブラッドフォード (Samuel Bradford) カーライル主教
  1733  リチャード・スモールブルク (Richard Smalbroke) リッチフィールド＆コヴェントリ主教
  1734  アイザック・マドックス (Isaac Maddox) ウェルズ首席司祭
  1754  ロバート・ヘイ・ドラモンド (Robert Hay Drummond) セント・アサフ主教
  1759  アンソニー・エリス (Anthony Ellis) セント・デヴィッド主教
  1769  トマス・ニュートン (Thomas Newton) ブリストル主教
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から SPG 事務局長への書簡でも、同様の主張がみられる箇所があった。ニューヨークは SPG の
黒人への布教が特に盛んな地域であり、18 世紀初頭からアメリカ革命まで途絶えることなく宣
教師や教理問答師が派遣され、学校教育も行われていた。ニューヨーク市の宣教師エリアス・ノー
は定期的に SPG 本部へ書簡を送っており、奴隷に関する記述も多い。彼は 1711 年 5 月頃「主人
たちは、この高名な協会の困難や出費が成果のないことではないと理解し始めるであろう。なぜ
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た。1710 年 6 月 13 日、サウスカロライナのグース・クリーク付近セント・ジェームズ教区の宣
教師フランシス・ルジョ (Francis Le Jau) は次のように書いた 61。
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